






飲用にはpH9.5前後（pH9.0～pH10未満）をおすすめしますが、初めて飲用する方は電

解水素水の水素水レベル1で少量から飲用してください。

就寝前や６時間以上使用しないとき

毎日の使い始め

1日使用しなかったとき

2日以上使用しなかったとき

1週間使用しなかったとき

初めてご使用のとき、
またはカートリッジ交換時

約5秒間

約1分間

約1分間

約3分間

約5分間

約5分間









本器は、飲用に適した水（水道水など）をカートリッジで浄水化し、更に電気分解にて電解水を生成します。
電解水は、JIS T 2004（家庭用電解水生成器）に規定される性状となります。
本体内に滞留した電解水素水や浄水は、遊離残留塩素（カルキ）が取り除かれているため、一般細菌が増え
やすくなる場合があります。
ご使用の際には、下記の通り酸性水を通水してください。
毎日の使い始めや就寝前、６時間以上使用しない場合は、本体内部に残った水の入れ替え、およびカルシウ
ムの付着を抑制するため取水モードを酸性水に切り替え、通水してください。

●

●

●

生成水は、生成後なるべく早くご使用ください。また、電解水素水／浄水を保存する場合は、清潔なペット
ボトルなどの密閉容器に入れ冷蔵庫で保存し、2日以内に飲用してください。
当社指定の付属品（浄水カートリッジなど）以外は使用しないでください。
取り扱いを間違えると故障の原因となりますので、本書P.1「安全上のご注意」を併読の上、ご使用ください。

●

●
●

毎日の使い始め

１日使用しなかったとき

２日以上使用しなかったとき

１週間使用しなかったとき

約１分間

約１分間

約３分間

約５分間

約５秒間ご就寝前や６時間以上使用
しないとき

初めてご使用のとき、
またはカートリッジ交換時 約５分間









 



 







 













 

※pH値はあくまでも目安であり、水質（地域、季節、水温）や本器への通水量により変動があります。





 



（３）変色した電解水素水をPH比色紙表と比較し
てください。pH9.0～pH10.0未満が飲用に適してい
ます。（PH比色紙表9.0～10.0の間の色）測定に使
用した水は､飲まないでください。

●飲用範囲は電解水素水pH濃度がpH10未満のレ
ンジと浄水です。
●pH値は、水質（地域・季節・水温）や本器への通
水量により変動があります。電解水素水を飲用す
る時は、使用開始時および1ヵ月に1回以上､pHの
測定を行い、測定結果がpHの目安の範囲に入っ
ているか確認をしてください。
●初めて飲用する方は、水素水レベル1で少量か
ら飲用してください。
●pH測定液を目に入れたり、飲んだりしないでくだ
さい。pH測定液は必ずふたをして、乳幼児の手の
届かない所に保管してください。また、火気には近
づけないでください。
●カートリッジが新しいとき、一時的にpH濃度が
高くなることがありますが、異常ではありません。
１週間前後でpHの確認をしてください。

●レンジは4段階あります。水素水１、水素水２、水素
水３、水素水強の順にpH濃度が高くなります。
●pH10以上の水は飲用しないでください。
●１日あたり500ミリリットル～1000ミリリットル程度
を目安に飲用してください。
●電解水素水は、取水後なるべく早く飲用してくだ
さい。また、電解水素水を保存する場合は、清潔な
ペットボトル等の密閉容器に入れ冷蔵庫で保存し
２日以内に飲用してください。

●レンジは2段階あります。スイッチを押すごとに洗顔、
洗い物が切り替わります。
●酸性水は飲用しないでください。
●洗顔用や食器などの洗浄用として使用してください。
●酸性水を保存する場合は、清潔なペットボトル等の
密閉容器に入れて保存し、２日以内にご使用ください。



 

pHが低いとき

測定結果がpH9.0～pH10.0未満の範囲内にならな
い場合、下記の手順で調整をしてください。

◎電解水素水レンジを上げる。
コントロールパネルのレンジスイッチを押し調整する。

コンロールパネル

（まだ低い）

pHが高いとき

◎電解水素水レンジを下げる。
コントロールパネルのレンジスイッチを押し調整する。

◎通水量を下げる。
水栓（蛇口）を絞り調整する。

（通水量が1.0ℓ/分以下は電解しません。）









 

電解水素水pH濃度の調整方法の手順で調整をしてください。
（調整方法 ： P.24）

■JIS 規格 17物質
遊離残留塩素（カルキ）／濁り／クロロホルム／ブロモジクロロメ
タン／ジブロモクロロメタン／ブロモホルム／シス-1,2-ジクロロエ
チレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレン／テトラクロロエチレン／
トリクロロエチレン／ベンゼン／総トリハロメタン／CAT（農薬）／
2-MIB（カビ臭）／溶解性鉛／陰イオン界面活性剤／フェノール
類／ジェオスミン（カビ臭）



浄水カートリッジろ過能力：

　JIS規格17物質※を14トン
　（除去率80%以上）

　JIS S 3201での試験結果
　（試験ろ過流量4リットル/分）

　（使用量・水質・水圧によって異なりますが、１日38リットル使用した

　　場合で、約１年間使用できます。）

※  JIS規格 17物質

トリクロロエチレン
ベンゼン
総トリハロメタン
CAT（農薬）
2-MIB（カビ臭）
溶解性鉛
陰イオン界面活性剤
フェノール類
ジェオスミン（カビ臭）

遊離残留塩素（カルキ）
濁り
クロロホルム
ブロモジクロロメタン
ジブロモクロロメタン
ブロモホルム
シス-1,2-ジクロロエチレン
及びトランス-1,2-ジクロロ
エチレン
テトラクロロエチレン
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